教材番号　　憲法№2
対象　　　　中・高

～ホークスファンじゃなきゃ働けない！？～
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

新しく従業員を雇うときに、次のような条件をつけることが許されるのかどうか考えてみましょう。

　①　Ａ市が、ソフトバンクホークスと連携して行う町おこしイベントのために３ヶ月間の臨時職員を雇う際に、「ホークスファンであること」を雇う条件にする。

　②　ホークスファン向け居酒屋「鷹命」の経営者が、店内スタッフ募集の際に、「ホークスファンであること」を雇う条件にする。

　③　熱烈なホークスファンである建設会社の社長が、従業員募集の際に「ホークスファンであること」を雇う条件にする。

　④　Ｃ村出身だけどＣ村に悪い思い出しか残っていない社長が、従業員募集の際に「Ｃ村出身者ではないこと」を雇う条件にする。
２　テーマ・ポイント
　　中学校や高校の公民の教科書に出てくる「三菱樹脂訴訟」をヒントに、雇用を巡る問題と憲法の役割を考えてもらう。

　　法の下の平等や思想・信条の自由と営業の自由とが衝突する場面で、雇う側や雇われる側、さらには客の立場に立って、具体的に考えてもらう。

　　その際、条件に合理的な理由があるかどうか、そのような条件を付すことが社会に与える影響などというポイントに気付いてもらう。

　　また、雇用者が地方公共団体なのか個人・会社なのかという違いから、憲法が何を直接規制しているのか、私人間では憲法はどのような効果があるのかということも考えてもらう。

３　授業の進め方（一例）
事前に宿題として生徒個人の考えを決めてきてもらう。

授業では、グループに分かれて議論し、それぞれの立場からの言い分を考えてもらい、それを踏まえてグループ毎に結論を出し、その理由も述べてもらう。それを踏まえて弁護士がまとめ。

以　上
